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１．概要（Summary） 

 凝集誘起型発光(AIE)特性を有する分子は、多くの有

機蛍光分子と異なり、希薄溶液中では分子内運動により

ほとんど発光を示さないが、凝集・固体状態ではその分子

内運動が抑制されるために強い発光を示すことが知られ

ている。このような固体状態で発光する色素は、有機 EL

素子や有機薄膜太陽光電池、化学センサーなどへの応

用が期待されている。 

 当研究室ではこれまでに、ジイミンホウ素錯体が AIE 

性を示すことを見出し、この骨格を基盤として様々な発光

特性を有する共役系分子・高分子を報告してきた[1]。さら

に、ジイミンホウ素錯体は AIE 性に加え、結晶化誘起型

発光 (CIE)特性を有し、アモルファスと結晶の変化に基

づく固体発光性の差を利用した様々な刺激応答性発光

材料を得てきた[1,2]。本研究では主鎖の一次構造を制

御したジイミンホウ素錯体ホモポリマーを合成し、その薄

膜構造解析を行うことで一次構造制御の効果を評価し

た。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 X線回折装置 

【実験方法】 

 スピンコート法により石英基盤(9×50 mm)に 6 種類の

サンプルの製膜を行った。これらのサンプルを用いて 2

が 3~45度の範囲で in plane及び out of planeの測定

を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 全てのサンプルにおいて、in plane、out of planeのど

ちらにおいても観察されたのは基板由来のピークのみで

あった。薄膜がアモルファスである可能性が示唆された。 

また、膜厚が非常に薄いために強度が得られなかった可

性も示唆されたため、膜厚の検討も必要である。 
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